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一

サ
ケ
と
湧
き
水
の
里

・
茂
辺
地
集
落

上
磯
町
南
部
に
位
置
す
る
茂
辺
地

(も
へ
じ
)
の
町
は
、

沿
岸
漁
業
を
主
と
す
る
人
口
二
千
人
ほ
ど
の
漁
村

で
あ
る

(図
1
)
。
茂
辺
地
と
は
ア
イ
ヌ
語
の

圃
モ
ペ
ッ
」

(静
か

な
川
)
の
誰
化
し
た
地
名
で
あ
り
、
占
く
か
ら
湧
水
に
恵

ま
れ
た
サ
ケ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
明
治
長
二

年
か
ら
先
駆
的
な
艀
化
放
流
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と

は
有
名
で
あ
る
。
ま
た
室
町
期
に
は
北
日
本
海
の
交
易
を

統
括
し
て
い
た
安
東
水
甲
に
よ

っ
て

「茂
別
館
」
が
築
か

れ
、
中
世
津
軽
海
峡
の
拠
点
都
市
で
も
あ

っ
た

(注

一
)
。

一
四
五
七
年
に
は
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
率
い
る
ア
イ
ヌ
勢
力
と

の
問
に
人
規
模
な
戦
闘
も
生
じ
て
お
り
、
地
域
に
は
サ
ケ

と
茂
別
館
、
領
主
ド
国
氏
に
ま

つ
わ
る
数
々
の
伝
説
が
今

な
お
残
さ
れ
て
い
る
。
湧
水
に
育

つ
サ
ケ
が
、
茂
辺
地
の

特
色
あ
る
歴
史
を
支
え
て
き
た
と
い
え
よ
う

(注
二
)
。

二

現
在
の
河
川
利
用

高
度
成
長
期
、
茂
辺
地
の
流
域
環
境
は
大
幅
に
改
変
さ

れ
る
。
ブ
ナ
を
主
と
し
た
水
源
林

(約
九
〇
虚
)
は
伐
採

さ
れ
、
四
五
%
が
針
葉
樹

に
転
換
さ
れ
た

(図
2
)
。

河

川
環
境
も
改
修
に
よ

っ
て
激
変
。
淵
や
瀬
は
失
わ
れ
、
町

中
に
あ

っ
た
湧
水
の
池
や
小
川
も
消
滅
。
川
と
地
域
生
活

と
の
関
わ
り
は
薄
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中

で
始
め

ら
れ
た

[
さ
け
ま

つ
り
」
は
、
川
と
集
落
と
の
関
係
を
再

構
築
す
る

一
つ
の
試
み
で
も
あ
っ
た
。
河
川
敷
の
捕
獲
場

を
会
場
と
し
て
サ
ケ
の

つ
か
み
ど
り
や
ク
イ
ズ
大
会
を
行

う
地
域
イ
ベ
ン
ト
は
、
九
七
年
で

一
六
回
を
迎
え
て
い
る

(注
三
)。
川
か
ら
子
供
の
遊
ぶ
姿
は
消
え
、
代
わ

っ
て
サ

ケ
を
見
物
す
る
観
光
客
が

「
川
の
自
然
」
を
楽
し
ん
で
い

る
。
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一 ノ＼茂辺地川

只
トラピスト修鴨?

茂辺地地区の位置図1

三

「
マ
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」
と
そ
の
問
題
点

現
在
、
茂
辺
地

で
は

隔
マ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
名
付

け
ら
れ
た
漁
村

の
再
開
発
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は

「縦
割
行
政

の
枠
を
こ
え
て
漁
村
の
活
性
化
を
は
か



る
新
し
い
試
み
」

で
あ
る
と
い
い
、
茂
辺
地

は
津
軽
海
峡

マ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
地
区
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る

(注
四
)。

事
業

の
主
な
目
的
は
漁
村
の
活
性
化
で
あ
る
。

そ
し
て

計
画

で
は
、
自
然
環
境
の
保
全
、
生
活
環
境

の
改
善
、
地

域
文
化
の
継
承
、
都
市
住
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
等
が
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な

っ
て
い
る
。
目
パ体
的
に
は
漁
港

の
大
幅
な
拡

張
と
と
も
に
前
浜
を
埋
め
立
て
て

{さ
け
ま

つ
り
」

の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
広
場

(ふ
れ
あ
い
漁
港

目
図

3
)
を
造
る

他
、
下
水
道
や
流
雪
溝
と
い
っ
た
生
活
施
設
、
河
川
敷
に

「
サ
ケ
見
公
園
」

の
建
設
等
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ

ら
施
設
整
備
の
費
用
は
約
八
○
億
円
が
見
込
ま
れ
る

(注

五
)。

自
然
環
境
の
保
全
を
う
た

っ
た

h
マ
リ
ノ
…
」
事
業
で

あ
る
が
、

一
方
で
は
地
域
環
境
全
体
に
対
す
る
大
き
な
懸

念
が
あ
る
。

一
つ
は
ド
水
道
や
流
雪
溝
と
い
う
地
下
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
影
響
で
あ
る
。

サ
ケ
は
じ
め
多
く
の
魚
類

の

生
息

に
は
川
底
に
湧
き
出
す
伏
流
水
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
が
、
伏
流
水
が
ド
水
管
に
抜
け
て
し
ま
う
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
冬
期
、
自
然
贈
化
し
た
サ

ケ
や
マ
ス
な
ど
の
稚
魚
が
流
雪
溝
に
飲
ま
れ
れ
ば
、
育

つ

間
も
な
く
雪
と
と
も
に
海
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て

河
川
水
と
地
ド
水
を
集
め
海

へ
注
ぐ

「人
工
の
川
」
は
、

サ
ケ
等
の
渕
上
に
も
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
。
茂
辺
地

の
ド
水
道

・
流
雪
溝
は
都
市
ド
水
ほ
ど
に
巨
大
な
も
の
で

は
な
い
が
、
施
設
建
設
が
河
川
環
境
や
魚
の
生
息
に
与
え

る
影
響
が
全
く
考
慮
さ
れ

て

■ 国有林

● 民有林

茂辺地川流域 ・入工林面積の変化
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0

1

代

ざ

年

い
な
い
の
は
大
き
な
問
題

で

あ
る
。

第

二
に
下
水

放
流
水

の
水

質
の
問
題

で
あ
る
。
基
準

で

ユ

は
B
O
D
値
二
〇

脚
、

実
際

の
放
流
水
は
ト

ニ
岬
程
度

に

　

な
る
と
い
う
が
、

こ
の
値

は

現
在
の
ト
ド
メ
キ
川

(
C
O

2

D
値
二
脚
以
下
～
十
五

㎝
)

　

　じ

図

と
大
差
な
く
、
茂
辺
地
本
流

(B
O
D
値
○

・
五
㎝
前
後
)

　

に
比
較
し
て
も
は
る
か

に
汚

い
。

こ
れ
を

一
日
八
○
○

ト

ン
放
流
す
れ
ば
下
水
道
自
体

が
新
た
な
汚
染
要

因
に
な

る

だ
ろ
う

(注
六
)
。
ま
た
人
雨

時
の
無
処
理
放
流

も
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
い
。

九
七
年

八
月
に
石
狩
太
美
地
区
で
問
題
に
さ
れ
た
が
、
市
民
に
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
あ
り
、
大
雨

の
下
水
道
に
無
処

理
放
流
は
付
き
物
で
あ
る
。

第
三
の
問
題
は
、
過
疎
地

の
下
水
道
建
設
に
は
費
用
対

効
果
の
問
題
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
下
水
道

の
建
設
費
は
六
～
ヒ
割
が
土
管
を
埋
め
る
道
路
工
事
代
の

た
め
、
過
疎
地

で
は

一
人
あ
た
り
建
設
費
が
膨
れ
上
が
る

(注
七
)。
こ
れ
は
流
雪
溝
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
排
水

処
理
や
河
川
浄
化
の
方
法
は
下
水
道
だ
け
で
は
な
い
。
例

え
ば
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ら
ば
過
密
都
市
以
外
で
は
戸
別

合
併
浄
化
槽
の
方
が
建
設
費
は
低
く

(注
八
)
、
ま
た
河

川
の
小
規
模
な
汚
染
で
あ
れ
ば
直
接
浄
化
や
住
民
的
対
応

も
検
討
さ
れ
て
よ
い
。
下
水
道
偏
重
の
現
行
補
助
金
制
度

の
下
で
は
住
民
負
担
が
大
き
く
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
は
下
水
道
よ
り
は
は
る
か
に
小

さ
く
、
長
期
的
に
は
住
民

・
自
治
体
の
負
担
は
軽
減
さ
れ

る
。
ま
た
金
額
以
外
の
効
果
も
期
待
で
き
よ
う
。

地
域

の
住
民
が
、
現
在
の
川
が
汚
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
住
民
感
覚
と
し
て

の

「汚
染
」
に
は
、
水
質
悪
化
の
み
な
ら
ず
、
泥
の
堆
積

や
生
物
の
減
少
、
護
岸
に
よ
る
景
観
悪
化
等
が
含
ま
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る

(図
四
)。

ヘ
ド

ロ
を
溜
め
こ
み
悪

習
を
発
す
る
都
市
河
川
の
汚
染
と
は
、
質
的
に
全
く
異
な

っ

て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

漁
村
の
排
水
処
理

・
河
川
浄
化
に
は
低
人
口
・
低
汚
染

の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
が
可
能

で
あ
る
。
し
か
し

「
マ
リ
ノ
…
」
で
は
、

生
活
環
境
改
善

・
自
然
環
境
保
全
と
い
う
住
民
の
願
い
を
、

数
多
く
の
問
題
を
内
包
す
る
大
規
模
土
木
事
業
に
短
絡
さ

せ
、
し
か
も
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
全
く
省
み
ら
れ
て
い

な
い
。
川
の
汚
染
に
つ
い
て
も
、
実
態
を
把
握
す
る
た
め

の
水
質
検
査
、
生
物
調
査
さ
え
行

っ
て
い
な
い
。

マ
リ
ノ
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べ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
が
、
各
地
の
ダ
ム
事
業
と
同
様
の

実
態
把
握

・
原
因
究
明
な
き
対
策
事
業
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
い
く
ら
税
金
を
投
入
し
て
も
、
「
漁
村

の
活
性

化
」
「自
然
環
境

の
保
全
」
は
実
現

で
き
な

い
だ
ろ
う
。

計
画
の
中
に
具
体
的
な
実
態
把
握
と
地
域
の
将
来
ビ
ジ

ョ

ン
が
な
い
こ
と
が
第
四
の
問
題
で
あ
る
。

四

地
域
の
財
産
を
見

つ
め
て

「
マ
リ
ノ
…
」
事
業
が
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
地
域
環
境
や
文
化
に
つ
い
て
の
十
分
な
把
握
、
保
全

・

復
元
が
不
可
欠

で
あ
る
。
し
か
し
実
情
は
川

の
自
然
を

「鰐
化
放
流
の
サ
ケ
」、
河
川
文
化
を

「
さ
け
ま
つ
り
」
に

限
定
し
、
実
際
の
河
川
環
境
や
生
態
系
、
そ
し
て
集
落
に

長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
は
な
お
ざ
り
で
あ
る
。
そ

の
う
え
で
都
市
型
施
設
の
整
備
に
偏
向
し
た
開
発
を
続
け

る
な
ら
ば
、
茂
辺
地
の

「
サ
ケ
と
湧
水
が
育

ん
だ
文
化
」

は
根
本
か
ら
破
壊
さ
れ
、
二
度
と
取
り
戻
す

こ
と
は
で
き

な
く
な
る
。
か

つ

「
マ
リ
ノ
…
」
は
今
後
の
漁
村
開
発
の

モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
。
「漁
村

の
活
性
化
」

の
名

の
下
、

地
域
特
性
や
実
際
の
自
然
条
件
を
無
視
し
た
同
様
の
開
発

が
、
各
地

で
急
速
に
進
行
す
る
危
険
が
大
き

い
。

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
は
、
「
ま
ず
施
設
あ
り
き
」

で
は
な
く
、
地
域
に
よ
る
十
分
な
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が

最
初
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
住
民
が
自

ら
の
地
域
を
し

っ
か
り
見

つ
め
生
活
の
知
恵
を
出
し
あ
う

こ
と
、
行
政
は
話
し
A
口
い
の
場
を
確
保
し
、
自
ら
調
査
し

有
効
な
情
報
を
十
分
に
住
民
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
と
き
従
来
の
自
然
破
壊
型
開
発
が
進
ん
で
い
な
い
こ

と
が
地
域

の
大
き
な
財
産
と
な
る
。
住
民
の
努
力
に
よ

っ

て
自
然
や
そ
れ
に
根
差
し
た
文
化
が
蘇
り
、
人
が
訪
れ
る

中

で
、
そ
の
町
に
見
合

っ
た
形

・
速
度
で

「
活
性
化
」
し

て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

筆
者
か
ら

一
言
提
言
す

る
な
ら
、

茂
辺
地

に
は

『命
あ
る
川
」
と

『
湧
き

水
の
里
』
の
復
元
を
お
願

い
し
た
い
。
町
中
で
豊
富

な
魚
や
水
草
を
見
ら
れ
、

自
然
と
歴
史
の
深
い
関
係

や
、
川
や
海
と
う
ま
く

つ

き
あ
う
住
民
の
知
恵
が
実

感
で
き
る
町
、
訪
れ
た
誰

も
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う

な
町
づ
く
り
を
志
し
て
ほ

し
い
と
願
う
。

遵9運 ⊃

太線 内 が現在の 漁

港。

イベン ト広場 、 駐

享場 として沖合 い

200mま で埋め立 て

を行 う。通常は昆

布干場 として利用

される。97年 見直

しに よ り、埋 め立

て面積 、防波塊 と

もに若 ・干縮小 さ

れ、 レス トランは

廃 された.

1

!

「ふれあい漁港」の概要(当 初計画による)図3
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(注

一
)
茂
辺
地
川
の
川
岸
に
建

て
ら
れ
た

「茂
別
館
」

は
、
上

ノ
国
、
厚
沢
部
越
え
の
山
道
、
箱
館

(函
館
)

方
面

の
山
道
が
集
中
し
、
海
と
山
の
交
通
の
接
点
で
あ

っ

た
。
そ
し
て
茂
辺
地

の
サ
ケ
、
戸
井
方
面

の
コ
ン
ブ
資

源
を
集
約
す
る
海
峡

に
お
け
る
交
易
経
済

の
中
心
地

で

は
な
か

っ
た
か
と
筆
者
は
考
え
る
。
茂
別
館

の
二
㎞
北

に
は
茂
別
館

の
本
陣
と
も
い
わ
れ
る

「矢

不
来
館
」

の

遺
構
も
あ
り
調
査
が
待
た
れ
る
。

こ
の
付
近
を
函
館

・

江
差
間
高
速
道
路
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

遺
構
や
そ
れ
ら
を
支
え
る
地
理
的
条
件
が
失
わ
れ
る
恐

れ
が
大
き
い
。

(注
二
)
現
在
、
伏
流
水
は
簡
易
水
道
と
サ
ケ
の
艀
化
事

業
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
生
活
排
水
は
集
落
内
小
河
川

「
ト
ド
メ
キ
川
」
等
に
た
れ
流
し
で
あ
る
。

ト
ド
メ
キ

川
の
C
O
D
値
は
流
下
に
つ
れ
減
少

(
一
五
↓
二
以
下
)

し
、
ウ
キ
ゴ
リ
、
カ
ジ
カ
、
ウ
グ
イ
、
イ
ワ
ナ
が
生
息

す
る
。
護
岸
ブ

ロ
ッ
ク
の
す
き
間
か
ら
流
れ
込
む
多
量

の
伏
流
水
が
自
然
浄
化
を
助
け
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

(注
三
)
会
場
設
営
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い
て
は
、
地

域
資
源
の
活
用
と
い
う
視
点
に
お
い
て
、
ま
た
河
川
法

の
上
か
ら
も
い
く
つ
か
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

(注
四
)

マ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
余
市
、
釧
路
で
進
あ
ら

れ
て
お
り
、
他
に
も
各
地
区
で
類
似
の
事
業
が
始
あ
ら

れ
て
い
る
。

(注
五
)
九
七
年
に
な

っ
て
漁
港
計
画
は
二
五
%
ほ
ど
縮

小
さ
れ
た
。
直
接
の
理
由
は
国
家
的
財
政
危
機
の
た
め

だ
が
、
「
ふ
れ
あ
い
漁
港
」
が
地
域
に
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
は
な
く
、
「
ま
ず
予
算
あ
り
き
」

の
計
画
だ

っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
下
水
道
関
係
予
算
は
五
%

上
昇
し
対
象
地
域
も
拡
大
し
て
い
る
。

(注
六
)
地
元
漁
協
で
は
関
係
役
所
か
ら
下
水
放
流
水
に

つ
い
て
説
明
を
う
け
、
「飲
め
る
く
ら
い
に
き
れ
い
に

な
る
」
と
理
解
し
て
い
た
と
い
う
。
だ
が
養
殖
海
域
に

下
水
処
理
水
が
放
流
さ
れ
る
こ
と
か
ら
水
産
物
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
を
懸
念
し
、
処
理
水
の
沖
合
い
放
流
を
要
請

し
て
い
る
。

(注
七
)
下
水
道
の

一
般
的
な
建
設
費
は

一
m
あ
た
り
十

～
二
十
万
円
。
本
計
画
で
は
人
口

一
人
あ
た
り
平
均
建

設
費
は
約

一
一
〇
万
円
、
ま
た
パ
イ
プ

一
m
あ
た
り
約

八
万
円
と
さ
れ
て
い
る
。

(注
八
)
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
は

一
戸
平
均

一

〇
〇
万
円
前
後
、
維
持
費
用
は

二
　
年
間
五
万
円
程
度
。

個
人
資
産
な
の
で
行
政
に
支
払
う
分
担
金
は
不
要
で
あ

る
。
函
館
市

で
は
三
十
万
円
を
上
限
と
し
た
補
助
金
が

あ
る
が
上
磯
町
に
は
な
い
。
放
流
水

の
基
準
は
B
O
D

値
二
十
卿
だ
が
、

一
～
三
㎝
と
い
う
高
性
能
浄
化
槽
も

　

　セ

開
発
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
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「川の汚染」

「トイしを水
洗化したい」
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判断に必要な情報を
与えない住民アン 尋
ケート 凄

1の汚 染 と そ の要 因 、 マ リノ ベ ー シ ョ ンに よ る対 策図4
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